
 

  

WANPUG 

発育性股関節形成不全 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

股関節が脱臼しているかどうかは 

エコーやレントゲン検査をして調べます 

 

診 断 

股関節がはずれている場合や 

はずれかかっている場合は、 

治療用の装具をつけます。 

この装具は 

リーメンビューゲルといい、 

脚をM字に保護する装具です。 

治 療 

このバンドが 

リーメンビューゲル 

発育性股関節形成不全とは 
股関節がはずれたり、はずれかかったりする病気

で、完全にはずれている完全脱臼、関節がはずれか

かっている亜脱臼、股関節の屋根にあたる部分の発

育が悪いために起こる股関節臼蓋形成不全の 3 種類

があります。 

 

WANPUG 

1 か月検診や、３・４カ月健診で 
発見されることが多く、 
・左右の太もものしわの数が違う 
・左右の足の長さが違う 
・両足の開きが悪い 
・ひざを曲げた状態で股を広げる時に 
クリッという音がする 

などの症状があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーメンビューゲルの 

装具で治らない場合は、 

入院による 1～2 ヶ月間の

牽引と、その後にギブス 

固定を行います。 

整復後も成長終了するまでの間は 

経過観察を行いますので、 

定期的な外来受診が必要です。 

WANPUG 

オムツ替えや抱っこの時には注意!! 

・赤ちゃんの脚が常にM字に 

開いているように注意しましょう 

 

・オムツや衣服で赤ちゃんの脚を 

包み込まないよう注意しましょう 

 

・オムツを替えるときは、足を持って持ち上げるのでは 

なく
．．

、お尻に手を入れて持ち上げましょう。 

 

・抱っこの時は、赤ちゃんの 

股下に手をいれて 

お尻をささえ、 

足が閉じないように
．．．．．．．．．

 

しましょう。 

 足が閉じない 

ように!! 
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